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そうちく、はちく、まだけ； 禾本科 いね、おぼむぎ、こむぎ、たうもろこし、さたうき 
び、あは、ひえ、きび、よし、もろこし （高 梁‘)、すすき、はだかむぎ、からすむぎ、こう. 
ぼうむぎ； とちかがみ科 くろも； お & だか科 くわゐ； 糸尨ん科 たこのき、りんと 
う（あだん）； がま科 がま； まつ科 くろまつ、あかまつ、すぎ、ひのき、もみ、から 
まつ （落葉松）、 とどまつ、えぞまつ、さはら、は，ひまつ、あすなろ、つが、てうせんまつ、. 
たうひ、ごえふまつ、ひめこまつ、せくわいや（まんもす樹）、えんぴつびゃくしん、びゃく 
しん、しらべ（しらびそ）； いちる科 いちゐ、まき、かや； いてふ科 ぃてふ； そてゥ 
科 そてつ； いはひば類 いはひば、くらまごけ； W かげのかづち類 ひかげのかづら；. 
とくさ類 すぎな、とくさ； 羊齒類 わらび、ぜんまぃ、うらじろ、こしだ、へご、まる 
はち、しのぶ、のきしのぶ、あぢあんつむ、はこねしだ、をしだ； 蘚類 すぎごけ、みづ: 
ごけ； 苔類 ぜにごけ； 地衣類 うめのきごけ、いはたけ、さるをがせ、9とますごけ、. 
はなごけ； 绎の S 類 まつたけ、しひたけ、しめぢ、はつたけ、しょうろ、てんぐたけ、. 
べにてんぐたけ、つきよたけ、たまごてんぐたけ、どくべにたけ、はらたけ； 加び類 か 
うぢかび、あをかび、くろかび； 紅藻類 あさくさのり（あまのり：)、てんぐさ、ふのり、. 
つのまた、とさかのり、まく 9;褐藻類こんぶ、わかめ、あらめ、ひじき、ほんだはら、 
かぢめ； 綠藻類 あをさ、あをのり、みる； 接合藻類 あをみどろ 

以上ザツト400種足ラズガ最重要單語ナラヌ最重要種類卜云フ事ニナルガ、中ニハ唯晋 
憤的 二 載 セラレテ 4 ル樣ナモノヤ 珍奇 ナー 例ト シテ 擧ゲラ レテ ヰ ルラシイノ ガ相當混ツ テ' 
ヰ ル 事 ハ御覽ノ 通リデ アル。トマレ コノ表ガ標本ャ敎材ノ聚集選擇或ハ學校園ノ充實等ノ 
爲メ幾分ナリト モ 役立ツ樣ナ事ガ アツタラ 望外ノ幸セ デアル0 

〇たいわんやのねすみれ（御江久夫） 

本種ハ臺灣二產シ Viola oblongo-sagittata Nakai var. violascens Nakai 卜云フガ、 
中南支ニモ生育シ tetonicifolia Sm . ssp. nepalensis Beckkr 卜稱スル0學名卜.シテハ 
何レヲ採ル可キカト云フ事ニナル/デ、アルガ、 K. betonicif olia 卜云フノハ濛洲產ノ植物 
デアルカラ分布區域ハ相當距:ツテ居リ、 Becker ノ說ハ果シテ宜シイカ否カー應檢討ノ要 
ガアル〇併シ假令 Becker ノ名ガ採用出來ナクテモ ssp. nepalensis ハ東南亞細亞二廣ク 
分布シテ居ルノデ外二妥當ナ名ガ有リサウニ思ハレ、前者ノ名モ亦學名トシテ採レルカ否 
力今ニヮカニ斷言出來ナイ。又本種ノ白花品ハりうきうしろすみれ卜云フガ Melchior ノ 
論文ヲ見ルト日本以外ノ地ニモ產スル樣ュ想像セラレル。. 

〇だいはないほな（御江久夫） 

本種ハ Bothriospermum tenellum Fisch. & Mey . var. majusculum Hatata 卜云 7 
ガ、 Thyrocai'pus Sampsoni Hance トスル方ガ宜イ。從ツテ和名だいはないばな卜こば 
なうぐひすトハ同一植物ヲ指ス事ニナル0支那デハ揚子江以南ノ地二廣ク分布シ、 Brand 
ハコノ支那產ヲ葉ノ大小 二 依ツテ2箇ノ品種 二 分ケテ居ルガ其ノ必要ハナイ樣二感ゼラレ 
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